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■会長の時間 会長　徳久　京子

今
週
の
情
報 近隣クラブ例会情報等

次会のプログラム

本日のプログラム 慶祝・クラブ協議会

鹿屋西ロータリークラブ　訪問

　相模原南クラブの皆様。
　１０月１５、１６日の地区大会は、お手伝いの方も含めて３０人近
くの方が出席し、ロータリー賞の目標の一つ地区大会の出席者数
を達成することが出来ました。ご協力ありがとうございました。来年
の地区大会で、奥橋園子エレクト表彰の舞台に立てるよう、引き
続きご協力をよろしくお願い申し上げます。
　来年に向けての反省点として、クラブ紹介のはい、の返事が今
一つ揃わなかったので、来年は練習して臨みましょう。
　地区大会の翌日左目網膜剝離の手術を受けまして、お医者様
よりまだ安静にするよう指示されいるため、本日の例会に出席出来
ず、申し訳ありません。
　しかし、私がいない方が本日のクラブフォーラムは意思が出やす
いのではないでしょうか。
　どうぞ、本日は多様な意見を、お願いいたします。

　地区大会お手伝いの方、ありがとうございました。地区大会ご
参加の皆様お疲れさまでした。
◆今後の予定
次回１１月１日及び２２日は休会です。１１月８日指名委員選出、１
１月１５日は鹿屋西ＲＣが当クラブを訪問する合同例会です。２９日
はクラブフォーラム「青少年奉仕活動について」です。
１１月８日は理事役員会ですので、理事役員の方は１１：３０にお
集まりください。
◆鹿屋西ＲＣの当クラブ訪問について
１１月１４日－１５日での訪問が確定しております。
◆１０月３０日、相模大野のハロウィンにて奉仕活動行います。ご
協力いただける方、よろしくお願いいたします。当日は朝９時にコリ
ドー通りの足立不動産前、午後からご参加の方は、直接会場の
テント（コリドー通り、荒天の場合はボーノ相模大野自由通路）に
集合下さい。
◆１１月２６日に入会５年未満の新会員を対象に、日帰り親睦会が
あります。当クラブでの対象者は、中山智晃、長瀬、黒河内彰子、
小川、雫田、中島、藤原、米田、小野田、柏原、宮崎、江尻、森泉、
若林、吉田（入会順・敬称略）です。ご回答のほどよろしくお
願いいたします。

　クラブの繰越金について、会員からは、奉仕活動に充てるのが
良いという意見がありました。
　そこで、具体的にどのような奉仕活動をしたいのか。
・子供向けのさつまいも掘り
・日本に逃れてきているウクライナ難民の人々への寄付
・相模原の貧困状態にある子供を支援する。（どのような支援が
必要なのかを把握するため名誉会員である本村市長に相模原
の子供の現況について卓話をしてもらう。）
・相模原養護学校などに長期継続した支援ができるように無理せ
ず年１回でもいいので生徒が楽しめるようなイベントなどの開催を
支援する。
　繰越金は、計画した奉仕活動を行う際にクラブの会員の皆様
の了承をいただいて支出する方が良いということでした。

　各テーブルの代表者が意見をまとめて発表しました。
・繰越金の使用については、会員増強が前提となる。継続的な奉
仕活動のために使用するが良いのではないか。

・繰越金を会費の値下げに使うのは反対。奉仕活動を充実するた
めに使うと同時に、財団の資金も有効に利用すべきである。

・奉仕活動をすれば、魅力的な団体になり、それが会員増強につな
がる。繰越金はこのままだと減少していくので、その都度使い途を
決定する必要がある。

・繰越金については、期間を定めて継続的に奉仕活動に使うべき。
・（例えば1年間なら1年間という形で）期間を定め使う。災害等の不測
　の事態もあるので、そのために残しておく。周年事業で、新会員が
入会したくなるような魅力的なイベントにするために使う。

・繰越金は、退会者を出さないための利用、会員増強、奉仕活動
等に使うべきである。

・クラブの委員会活動をしっかり行えば繰越（余剰）金は出ないはず
（委員会活動が充実していないために余剰がでる）。繰越金が出た
場合には米山等の寄付に使う。繰越金は会費の値下げに使うべき
ではない。友好クラブとの活動も活発化が見込まれるので、そのた
めに使う。
大谷PG：地区の補助金と当クラブの繰越金をうまく活用する手段が
ある。奉仕活動の充実のため、地区の補助金についての理解を深
めてもらいたい。

■幹事報告 幹事　藤原　新一

■炉辺会合について

【テーマ：クラブの会計について】

　第1グループリーダー　須坂　知恵
第２グループリーダー　黒河内彰子

第１グループ・第３グループ合同で令和４年１０月１８日（火）開催

■クラブフォーラム（当クラブ会計について）



　１０月３０日に「さがみおおのハロウィンフェスティバル」の会場
でエンドポリオナウ募金活動を行います。
　９時００分に足立不動産の前にお集まり下さい。午後から参加

の方は、１２時３０分に直接募金会場にお越し下さい。
　募金会場はコリドー通りです。雨天の場合、ボーノ相模大野自
由通路で行います。
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■本日のスマイル  3,000円
■累　　　　 計  255,000円

中村　好孝 君
★本日は、徳久会長の代行としてクラブフォーラムを担当させて
いただきます。みなさまの活発な意見交換をお願いします。

■本日のスマイルBOX
徳久　京子 君、藤原　新一 君
★先日の地区大会、ご参加頂きましてありがとうございます。クラ
ブフォーラムでの活発なご意見をお願いいたします。
　中村好孝副会長、ピンチヒッターありがとうございます。

■出席報告

青  木　亜  也
足  立　旬  一
市  川　孝  幸
一 ノ 瀬 　 裕
岩  本　　　勉
江  尻        猛
江  田   昌  弘
大  谷　新一郎
大  貫　恭  嗣
小  方　　　實
小　川　仁  司
奥  橋　園  子
小野田  勝  宏
柏  原　政  人
栗  林　一  郎
黒河内　彰  子
黒河内　三  郎
桑 田 俊 夫 
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小　林　大二郎
佐  伯　外  次
雫　田　直　輝
澁  谷　直  樹
渋  谷　　　勝
杉  﨑  信  一
須  坂  知  恵
鈴  木　晴  澄
鈴  木　雅  朗
鈴  木　昌  彦
竹  村　克  二
徳  久　京  子
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2022 年 ９ 月 　　　　　　　　　 　　個 人 別 出 席 状 況 　　　　　　　　　　　（ 例 会 ３ 回 ）

長  瀬　　　徹
藤  原　新  一
松  井　克  之
松  山　隆  雄
溝  渕　真  澄
宮  崎　雄一郎
森  泉　朋　子
山  﨑　辰  男
山  田　　　修
吉 田 一 紀
米  田　博  一
若  林　美　佳

会 員 名 H M Z ％ 会 員 名 会 員 名 H M ZH M Z ％ ％

平 均 10 3 . 0 0％

【縦のページ】
●８ページ
　１０月は米山月間・ロータリー学友参加推進週間とのことで、元米山
奨学生のインタビューが掲載されています。
西アフリカ・マリ出身で日本国籍を取得された佐古ウスビさんのお話し
では「迷惑をかけることは、お互いに気を許しあうこと」、「居場所づくり
とは人と人とのつながり」という言葉が印象的です。また「マリ人として
の文化を持ちながら日本社会を形成していく」ことが多様性につながる
と仰っています。
●１４ページ
　来年１月に創刊７０周年を迎えるロータリーの友について、特別顧問
５名の方が委員長時代の思い出を語られています。東日本大震災・新
型コロナウイルスの流行・採算が成り立たず赤字状態であったこと・デ
ジタルアーカイブ化に伴う購読料の改定などのお話をされています。こ
ちらを読むと、様々なご苦労を垣間見ることが出来るので、担当の時だ
けでなく毎号きちんと目を通そうと思えます。
●２０ページ
　鎌倉ＲＣの久保田ＰＧの連載「Ｆｏｏｄ ｆｏｒ Ｔｈｏｕｇｈｔ」今月は「ムシの

担当 ：森泉　朋子ロータリーの友１０月号紹介
いい話」として、秋の味覚に関するお腹のすいてくる話題がたくさん紹
介されています。しかし「おいしいものにはウラがあり」、注意しなければ
ならないこともあるようです。特に乱獲や気候変動による食糧危機につ
いて心配されています。対策として近頃注目されている「昆虫食」につ
いて、可食部分が多く、温室効果ガスもほとんど発生せず、餌も少なく、
広い場所を必要としないなど、利点が多いそうです。近い将来、例会の
お弁当に登場する日がくるかもしれません。
【横のページ】
●９ページ
　「この人訪ねて」栃木県足利市で自身の運営する指定障害者支援
施設へ業務委託を行いながら、ワインの製造・販売業を営んでいる足
利東ＲＣの池上千恵子さんが紹介されています。足利には「やったん
べ」という言葉があり、「アイデアがひらめいたら、すかさず行動しよう」と
いう意味だそうです。コロナ禍でお酒の提供が出来なくなった際、すぐ
に新商品を開発された行動力に感銘を受けました。
　この他にも興味深い記事がたくさん掲載されていますので、ぜひご
一読ください。
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第 2448 回 10月 25日

第 2446 回  9月 27日

□出席報告：出席委員会　 10月25日
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　9月27日（修正） 完全欠席=澁谷(直)、鈴木(晴)、鈴木(雅)、中島、中村(文)、中山(智)、中山(義)、松山、溝渕

会報委員長  栗林　　担当委員  　須坂　吉田　小川　森泉　柏原　若林　中村（文）　鈴木（昌）　大谷　足立　江尻　鈴木（晴）　中山（義）　松井　米田　

■委員会報告 ロータリー財団委員長　山田　修

■本日のビジター 査　雯婷 様（米山奨学生）
サ ブンティ
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